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水稲早生新品種「ゆきん子舞」
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Summary 

"YUKINKOMAI" is a non-g副lu比山tinousrice cul凶tivardeveloped from the cross between "YUKINOSEI" and 

DOMANNAKA" in 1ω98邸8a低tNiigata Agricultural Research Institute Cαro叩pRes鈴ea紅rchCent旬er."YUKINKOMAI" has been recommended for 

cultivation in Niigata Prefecture since 2∞4. 
The main characteristics of the new cultivar are as follows 

1) Heading date of "YUKINKOMAI" is 5 days earlier than that of "YUKINOSEI"; additionally it is 3 days earlier than that of 

"KOSHIIBUKI". "YUKINKOMAI" is classified into "early maturing" in Niigata Prifecture. 

2) Culm length， panicle length and panicle number per山 tarea are classified into "medium" as same as "YUKINOSEI". The plant type is 

classified into "intermediate" 

3) The lodging resistance is strong. Under high nitrogen fertilization， the lodging resistance is superior to "YUK町OSEI"，"KOS日mUKI"

and "AKIT AKOMACHI"， al出oughit is weaker than that of "NIIGA T A W ASE". Viviparity is easy 

4) The field resistance to blast on leaves and panicles are classified into "medium". It is estimated to have true resistance genes， Pia and 

Pii 

5) The grain yield is slightly lower th血 thatof "YUKINOSEI"， although it is nearly equal to that of “KOSHIIBUKI" 

6) The appearanc巴ofbrown rice is remarkably superiorω"YUKINOSEI"; additionally it is superior as same as "KOSHIIBUKI". Opaque grain 

caused by high temperatures at ripening stage is less than those of "YUKINOSEI"， "KOSHI]IW ASE"， "AKIT AKOMACHI" and 

守口TOMEBORE";therefore出e凶ghtemperature凶eranceof "YUKINKOMAI" is estimated to be s住ongas same as that of “KOS田muKI"

7) The eating quality is superior to that of "YUKINOSEI"， although it is inferior to that of "KOSHIIBUKI". 

キーワード:育種，高温主主熱性，水稲，伊l伏抵抗性，早生

まえがき

新潟県の水田における生産調整実施面積は約4万7千

ha，そのうち約 2万haには作物が作付けられている.

本県の主な転作作物は大豆であり， 2006年の作付け面積

は6.450haで、あったJ)

2∞7年10月15日受理

転作あと，特に大豆あとの水田では，地力窒素の発現

が多く生育が過剰となって， 1fIJ伏や病害虫が多く発生す

る.また，登熟の後期まで過剰に供給される窒素は，玄

米のタンパク質含有率を増加させ食味を低下させる.

倒伏抵抗性が弱い「コシヒカリ 2)Jは，基肥を施用し

なくても出穂直後から倒伏が発生して登熟が進まず，倒

1)作物研究センター， 2)魚沼地域振興局農業振興部， 3)農業大学校， 4)長岡地域振興局農林振興部， 5)農業総

合研究所， 6)南魚沼地域振興局農林振興部，7)柏崎地域振興局農業振興部， 8)農林水産部経営普及課， 9)病害虫

防除所， 10)上越地域振興局上越東農林事務所
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伏抵抗性が中程度の「こしいぶき3)Jゃ「ゆきの精4)J 

でさえ，減肥，粗植または強めの生育調節を実施しても，

収量，品質及び食味の低下を回避することは困難で、あっ

た

このような背景から，転作あとでも安心して作付けで

きる品種の開発に取り組んだ.具体的な目標を，①地力

の高い条件で栽培しでも倒伏しないこと，②コシヒカリ

と作業が競合しない早生であること，③早生品種の宿命

である高温登熟条件下においても品質が安定して高いこ

ととして品種育成を進めた

育生経過

「ゆきん子舞Jは，1988年に新潟県農業試験場(長岡市)

において，山形35号(後の「どまんなか5)J) を母に，

新潟20号(後の「ゆきの精J)を父として人工交配を行っ

て育成した品種である(図1).育生経過は， 1990年に

F2で個体選抜を行い，以後系統育種法により選抜固定

を図り， 1994年に「長1029Jの予備番号， 2000年から「新

潟71号」の地方番号を付し奨励品種決定調査を， 2002年

には現地調査に供試して地域適応性を検討した(図2). 

また，高温登熟性は，登熟期間に35tの高j財くを循環す

る検定圃場6)7)を用いて評価した

その結果， ["新潟71号」は，熟期が「ゆきの精」より

も3日程度早い早生で 玄米の外観品質は「ゆきの精」

よりも高く「こしいぶき」並で¥高温登熱性にも優れ，

多肥条件における耐倒伏性は， ["新潟早生8)Jより劣る

ものの.1ゆきの精J["こしいぶきJ及び「あきたこまちj

よりも強いことが確認された.そこで2004年3月に新潟

県の種子対策品種に指定し， ["ゆきん子舞Jと命名，

2005年2月に品種登録の出願を行った「ゆきん子舞J

は2004年で雑種第16代であるー

中部42号
(イブキワセ) I 

| 山形35号
I (どまんなか)

庄内29号 」

富交101 -， 

新潟8号 」

新潟20号
(ゆきの精)

図1 系譜

特性の概要

1.苗の形状及び草型

「ゆきん子舞jの苗丈及び第 l葉鞘長は「ゆきの精」

並で「こしいぶきJより長い.葉数は「ゆきの精」及び

「こしいぶき」並，乾物重は「ゆきの精」より小さく「こ

しいぶき」より大きい，充実度は「ゆきの精J及び「こ

しいぶき」よりやや小さい，葉色は「ゆきの精」並のや

や淡緑，葉幅は中である(表1).

表I 苗の形状

草丈第l葉鞘長葉数
品種名

(cm) (cm) 業)

ゆきん子舞 13.8 4β 2.9 
比)ゆきの精 13.3 4β 3.1 

比)こしいぶき 10.7 3.5 3.1 
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注)2003年，播種4月17日，播種量65g1箱， 26日間ハウス内育苗

最高分けつ期頃の草丈は， ["ゆきの精」並で「こしい

ぶきJより長く ，茎数は「ゆきの精」並で 「こしいぶき」

より少ない (表2).葉色は，生育全般を通じゃや淡緑

に推移する.

表2 最高分けつ期頃の生育

品種名 草丈 (cm) 茎数(本1m2)

ゆきん子舞 49.05 481 
比)ゆきの精 48.7 483 
比)こしいぶき 46.85 506 

注) 2∞O~2oo3年， 生産力検定調査標肥栽培

成熟期の稗長は「ゆきの精」及び「こしいぶき」より

わずかに短い中稗である.穂長は「ゆきの精」及び「こ

しいぶきJ並，穂数は「ゆきの精J並で「こしいぶきJ

よりやや少なく，草型は中間型に属する(表3) 止葉

は立ち，草姿はよい.葉身及び葉鞘の色は淡緑である.ー

調査日

6月25日
6月25日
6月25日

表3 出穏期及び成熟期の生育

品種名 稗長 (cm) 穂長 (cm) 穂数(本1m2) 草型

ゆきん子舞 73 18.8 358 中間型
比)ゆきの精 76 19.2 361 中間型
比)こしいぶき 76 18.8 380 中間型

注)2000~2∞G年，生産力検定調査標肥栽培

2.粒着密度

粒着密度は「ゆきの精」及び「こしいぶき」並である

(表4). 
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育成経過図2

4. 出穂期及び成熟期

出穂期は「ゆきの精」より 4日， IこしいぶきJより

l日早く，成熟期は「ゆきの精」より 5日.1こしいぶきJ

より 3日早く，新潟県では早生である.登熟日数は36日

で.1ゆきの精」及び「こしいぶきJよりやや短い (表6). 

粒着密度

粒着密度(粒!cm)
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表4

品種名 穂長(cm)

ゆきん子舞 2l.2 
比)ゆきの精 19.5 

比)こしいぶき 20.0 

注)2003年，生産力検定調査標肥栽培

出穏期及び成熟期

品種名

ゆきん子舞
比)ゆきの精
比)こしいぶき

注)2C削 -2∞3年，

登熱日数
(日)

36 
38 
38 

出穂期 穂揃日数 成熟期
(月日日月日)

7月23日 5 8月28日

7月27日 5 9月2日
7月24日 5 8月31日

生産力検定調査標肥栽培

表63.稗及びを

稗の細太はやや太，剛柔はやや剛で「ゆきの精」並で

ある tの発生は「こしいぶき」より多く，やや短いせ

が少程度発生する.穎色及びふ先色は黄白である(表5). 

穂軸の抽出度は中.脱粒性は難である.

より

5.倒伏抵抗性

倒伏抵抗性は， Iゆきの精」及び「こしいぶきJ

も明らかに強く，強である(表7).

稗及び苦

品種名
を 頴及び

稗の細太存の剛柔 」

有を籾率(%) 多少 を長(c凶 長短ふ先色

やや剛 12.6 少 2.1 やや短黄白
やや剛 0.0 無 ー ー黄白

中 2.7 極少 1.1 短 黄白

生産力検定調査標肥栽培

表5

ゆきん子舞やマ末

比)ゆきの精 やや太

比)こしいぶき 中

j主)2∞0-2∞3年.
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表7 倒伏抵抗性

品種名 l捌 lω>51996 1997 1998ゆ992捌捌け脱却3平均判定

ゆきん子舞 o L5 0 0.5 0 0.5 000.2 0.1 0.3 強
比)ゆきの精 2.6 4.6 3.7 3.8 LO 2.6 13 2.0 0.8 LO 2.3 やや弱
比)こしいぶき w w ~ D W M ~ ~ ~ ~ ωやや強
注)1994-1999年・生産力検定予備調査.2∞0-2∞3年 生産力
検定調査標肥栽培
o (倒伏なし)-5(完全に倒伏)の6段階評価

6.穂発芽性

穂発芽性は「ゆきの精」及び「こしいぶき」より劣り，

易である(表8).ただし，生産力検定調査，現地調査

等を通じて，実用的には問題となることはなかった.

表8 穂発芽性

品種名 l鈎41995 1996 1997 1998 19伺筑間捌12002 2003平均判定
ゆきん子舞 4 4 5 4 3 4 5 2 5 4 4.0 易

比)ゆきの精 2 2 2 3 3 2 4 3 4 4 2.9 やや量

比)こしいぶき 323222535532  やや易

注)1994-1999年生産力検定予備調査 2C削 -2∞3年?生産力
検定調査標肥栽培
1 (難)-5 (易)の5段階評価

7.病害抵抗性

いもち病真性抵抗性遺伝子型はPia及び、乃花持つと推

定される(表9).葉いもち圃場抵抗性は「こしいぶき」

並の中で「ゆきの精」より強く 穂いもち圃場抵抗性は

「ゆきの精」及び「こしいぶきJ並の中である(表10.

11) . 

表10 葉いもち抵抗性

品種名 2α)() 2∞ 2∞2 2∞3 平均 判定
ゆきん子舞 4 2 2 2.3 中

比)ゆきの精 5 2 4 4 ~ やや弱

比)こしいぶき 3 2 2 3 ~ 中

注)畑晩播法における評価. 0 (極強)-5 (弱)の6段階評価

表9 いもち病菌レースに対する反応

1813 稲85 新83 31-4-151 Kyu92 愛79

表11 穂いもち抵抗性

品種名 2∞o 2001 2∞2 2∞3 平均 判定
ゆきん子舞 3 3 2.0 中
比)ゆきの精 4 3 5 4 4.0 中

比)こしいぶき 3 2 2 2 2.3 中

注)晩植法における評価. 0 (極強)-5 (弱)の6段階評価

8.耐冷性

障害型耐冷性は.，ゆきの精J，こしいぶきJ，トドロキ

ワセ」より弱く.，ヒメノモチ」並のやや弱である (表12). 

表12 障害型耐冷性

品種名
不稔 率(%)

判定
20∞ 2∞1 2∞2 2∞3 平均

ゆきん子舞 卯 6 81.4 55.4 70.3 74.4 やや弱
比)ゆきの精 50.3 58.8 55.8 60.9 56.5 中
比)こしいぶき 61.8 64.0 58.2 63.4 61.9 中
比)トドロキワセ 27.5 20.8 15.2 31.2 23.7 強
比)ヒメノモチ 83.6 72.6 55.9 46.8 64.7 やや弱

注)恒温深水法， 水深20cm.19.0't水温循環処理

9.高温登熱性

j副くかけ流し法における検定結果では.1ゆきの精J，越

路早生J，あきたこまちJ，ひとめぼれ」に比較して良質

粒歩合が明らかに高く. ，こしいぶき」並みの優れた高

温登熟性を有する(表13). 

表13 高温登熱性

品種名
良質粒歩合(%)

2α)() 2∞l 2∞2 2∞3 2閣4 平均
ゆきん子舞 72.0 89.0 84.0 63.6 76.4 78.2 
比)ゆきの精 60.0 66.0 71.0 62.5 回.1 66.9 
比)こしいぶき 71.0 80.0 84.0 79.4 回8 78.1 
比)越路早生 54.0 72.0 69.0 69.6 59.9 67.6 
比)あきたこまち 64.0 79.0 65.0 59.1 48.9 63.0 
比)ひとめぼれ 57.0 72.0 73.0 69.4 55.5 67.5 

注)i尉くかけ流し法，水深15cm.35.0't水温彼環処理
品質判定機RS2α)()(静岡精機)で測定

Kyu 干日 研53 高官 Mu 愛74 TH 推定遺
品種名 -ZNARC -182 ー34 ー11-1 ー22 -142 9439013 168 一33 93-3 '183 -134-東北 -69-8 

337.3 477.1 071.1 伝子型∞1 ∞3.0 ∞5.0 ∞7.2 017.1 037.3 047 101.0 137.1 301.0 
ゆきん子舞 R R R S S S S R S R S S R Pia.i 

比)新2号 S S S S S S S S S S S S S + 

比)愛知旭 R S R S S S S R S R S S R Pia 

比)石狩白毛 R R S S S S S R S R S S R Pii 

比)関東51号 R R R R S S R R S R S S S Pik 

比)ツユアケ R R R R R S R R S R S S S Pik-m 

比)フタニシキ R R R MR R R S R R R R S S Piz 

比)ヤシロモチ MR MR MR MR MR R S S S S S S R Pita 
比)pj-No.4 R R R MR R R S R R S S R R Pita-2 

比)とりでl号 R R R R R R R R R R R S R Piz-t 

比)BL-1 R R R S R S R R R R S R R Pib 

注)2∞3年，噴霧接種
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10.品質及び食味

(1)玄米の粒大及び形状

玄米の粒大は，粒長，粒幅及び千粒重とも「ゆきの精J

とほぼ同じやや大であり.1こしいぶき」より大きい(表

14) 玄米の形は中，色沢は中，粒色は褐淡，腹白及び胴

割れともに発生は少ない(表15).粗玄米の粒厚分布は「ゆ

きの精J及び「こしいぶきJとほぼ同様である(表16)。

表14 玄米の粒大

粒長粒幅粒厚長幅面積千粒重
品種名 粒大

(mm) (mm) (mm) 比 (mmり (g)
ゆきん子舞 5.24 2.87 2.06 1.83 15.04 22.6 やや大
比)ゆきの精 5.23 2.91 2.07 1.80 15.22 22.7 やや大
比)こしいぶき 5.∞ 2.87 2.ω 1.74 14.35 21.7 中

注)2∞3年，生産力検定予備調査.面積は粒長x粒幅で算出

表15 玄米の性状

品種名 形 色沢 粒色 腹自 胴割

ゆきん子舞 中 中 褐淡 極少 極少
比)ゆきの精 中 中 白 極少極少
比)こしいぷき 中 中 褐淡 極少 極少

注)20∞-2∞3年，生産力検定調査標肥栽培

表16 粗玄米の粒厚分布

粒厚分布(%)
品種名

底1.6-1.7-1.8-: 1筋~ 1.9-2.0-2.1-2.2mm~ 

ゆきん子舞 0.1 0.2 0.7 1.0: 2.3 13.8 44.9 34.2 3.0 
比)ゆきの精 0.1 0.2 0.7 1.0: 2.4 15.1 必1.3 32.2 2.2 
比)こしいぶき 0.1 0.2 0.6 0.9: 1.9 12.9 44.3 36.9 2.3 
注)2003年，生産力検定予備調査

(2)玄米品質及び揚精特性

玄米品質は， ['ゆきの精」より優れ「こしいぶき」並

である(表17).90%の揖精歩合に達する時間は「ゆき

の精」並で， ['こしいぶき」より短い(表18).精白米の

白度は「ゆきの精jより低いが「こしいぶきJより高い

(表19). 

表17 玄米品質

品種名 2(削 2∞ 2∞2 2加3 平均 判定
ゆきん子舞 3.8 3.3 4.0 3.8 3.7 上下
比)ゆきの精 4.3 4.8 5.0 4.9 4.8 上下
比)こしいぶき 4.0 3.5 4.0 3.8 3.8 上下

注)生産力検定調査標肥栽培， 1 (上上)-9(下下)の9段階評価

表18 掲精特性

玄米水分 掲精時間(秒)別掲精歩合(重量%)
品種名

(%) 40 叩 60 70 80 90 
ゆきん子舞 13.6 90.7 卯o89.3 88.3 88.0 87.3 
比)ゆきの精 13.6 91.0 90.0 89.3 88.3 88.0 86.3 
比)こしいぶき 14.0 92.7 91.7 91.3 90.7 90.0 89.7 

注)2∞3年，生産力検定予備調査
TP-ll型(ケット)で掲精

表19 精白米の白度

品種名 2α)() 2∞l 2∞2 2∞3 平均
ゆきん子舞 41.7 42.3 43.4 41.3 42.2 
比)ゆきの精 42.4 43.5 43.5 43.5 43.2 
比)こしいぶき 38.6 40.0 41.1 39.4 39.8 

注)生産力検定調査標肥栽培
白度計(ケットC-3∞)で測定

(3)タンパク質及びアミ ロース含有率

玄米タンパク質含有率は「ゆきの精」及び「こしいぶ

き」並である(表20). アミロース含有率は「ゆきの精」

及び「こしいぶきJよりやや低い(表21)

表20 玄米のタンパク質含有率

タンパク質含有率(水分15%換算値)
品種名

2∞o 2∞1 2002 2003 平均
ゆきん子舞 6.0 5.6 6.3 5.7 5.9 

比)ゆきの精 6.1 5.4 6.2 5.5 5.8 
比)こしいぶき 6.0 5.5 6.1 5.6 5.8 

注)生産力検定調査標肥栽培
近赤外分光分析計6250HON(ニレコ)で測定

表21 白米のアミロース含有率

アミロース含有率(%)
品種名

2ο∞ 2∞12 2∞3 平均
ゆきん子舞 16.6 14.0 14.3 15.0 

比)ゆきの精 18.4 14.1 14.9 15.8 

比)こしいぶき 18.6 13.7 14.7 15.7 

注)生産力検定調査標肥栽培
精白米をオートアナライザー(プランルーペ)で測定

(4)食味

食味は「ゆきの精」よりも優れるが「こしいぶき」よ

り劣る(表22). 

表22 炊飯米の食味(総合評価)

品種名 筑間 2∞ 2002 2003 平均判定

ゆきん子舞 -0.38 • -0.08 ns -0.ω.. -021 ns -0.32 上下
比)ゆきの精 -0.47 •• ー0.36ns -0.58 •• -0.57 •• -0.50 上下
比)こい、ぶき -0.68 ..・ -0.05 ns -0.16 ns -0.14 ns -026 上中
注)生産力検定調査標肥栽培，原種ハザ干しコシヒカリを基準
5(極良)--5 (極不良)の11段階評価，
nsは有意差なし 111 •• ..・はそれぞれ5，1， 0.1%水準で有意
差有り

11.収量性

収量性は，標肥及び多肥条件ともに「ゆきの精jより

低く「こしいぶき」並からやや低い(表23).

12. 区別性

「ゆきの精」に対しては「ゆきん子舞」が苦が少程度

であること，穂、発芽性が易であること，耐倒伏性が強い

こと，いもち病抵抗'性推定遺伝子型Pia，Piiを有するこ
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とで区別できる.

「こしいぶき」に対しては「ゆきん子舞」が葉身及び

葉鞘の色が淡緑であること いもち病抵抗性推定遺伝子

型Pia，Piiを有することで区別できる.

一一滞
一

一

一

F

一比凶

m
-n
y
n
u
n
w
d
n
u
-
n
u
一
A
9
ヴ

t
A
T
n
u
-
G
U
-
-ム

q
L
O
O
A斗ご
14
-

J
J
一
同
町
二
日

U
1
A
F
D
F
b
-
Fb
±
b
n
u
ゥ
'
n
コ
-
n
U
7
D
A
-
Q
d
1
f
n
u
-

ン
一周一
6

6

5

4
-
5
一6

6

5

5
一6
一6

6

5

5
一6
一

セ
一
多
一

一

一

一

一

一

一

々

技
一
培
一

一

一

一

一

一

一

勾

引
一
農
一栽
一1
7

1

8
一9
一9

5

8

9
一F
U
-
-
1
3
2
一1
一

礼町一波
一
肥
一
目
的
叩
必
必
一
回
一
白
白
川
叩
臼
一町内
一
印
刷
品
川
叩
叩
一弘
一

同

九世一佐
一標
一

一

一

一

一

一

一

ω

山

重

一重
一
一

一

-

一

-

一

一

一

郎

町

a

一米
一
一
一
培
一

・

一

-

一

一

北川

一玄
一
タ
一
湘
一ω
引

叩

U
M
一
郎
一
日
幻
品
目
一
日
一

ω
M
W
M
一ω
一

棚

棚

W

↓
主
主
宵
一
/
而
置
す
り

FU

FU

FD
-
F
D
士
b
p
b
F
b
n
b
-
F
b
=
b
n
b
F
D
ι
u
-
ι
υ
-

'
a

'

つ

白

精

一!
と
一
多
一

一

一

一

一

一

一

的

W

的
寸

市

一

究
一
培
一

一

一

一

一

一

一

鉱

山

叫

品

川

け

一

研
一
栽
一2

Y

2

y
一5
一2
5
4
2
一8
7
4
8
4
1
一6
-

a

M

o

M

お

一

物
一
肥
一町
田
国
綿
一
回
一
位
位
臼
町
一
回
一回
日
目
白
一
回
一

洛

肥

洛

肥

h
h

一

作

一

標

一

一

一

一

一

一

一量
年
穂
量
以
穏

主
且

-

一

一

-

岡
U
I
A

固
い

1
a

宮町

一

欧

側

側

m
m一
同
一
側
側

m
m一同
一肌

m
m
m一同
一蹴
為
的
刷
丸
山

定

一

宅

2

2

2

2
一2
2
2
2
2
一ヨ

2
2
2
2
一司
一
の
り
加
の
り

h

検

一

一司
d

町
一

司
白山

力

一

き

タ

町

内

各

タ

M
A

各

産

一

名

舞

崎

川

む

開

制

U
却
制

生

一

種

子

き

し

究

・

技

・

一

叩

ん

ゆ

こ

研

肥

肥

農

肥

肥

お
一

l

き

)

)

物
標
多
渡
標
多

表

一

ゆ

比

比

作

佐

多肥条件における生育特性

多肥条件における栽培試験を2000から2002年の 3か

年，作物研究センター(長岡市)で実施した(表24). Iゆ

きん子舞」の成熟期は「あきたこまちJ及び「新潟早生J

並の早生，収量は「こしいぶき」並，倒伏抵抗性は， I新

潟早生jより劣るものの， Iゆきの精JIこしいぶき」及

び「あきたこまち」よりも強く，玄米の外観品質は， Iゆ

きの精JIこしいぶきJIあきたこまちJ及び「新潟早生」

より優れる結果であった(表24). 

現地調査及び現地適応性試験の結果

1.現地調査

現地調査は2002及び2003年の 2か年，延べ8か所で実

施した(表25).その結果 「ゆきん子舞jの出穂期及び

成熟期は「ゆきの精Jより 3日程度早かった.稗長，穂、

長及び穂、数は，Iゆきの精」と同程度であった。玄米重は

54.lkg/aで、「ゆきの精J比93%とやや少収であった倒
伏は「ゆきの精」と同様に少なかった.玄米品質は「ゆ

きの精」より明らかに優れ，整粒歩合も高い値を示した

玄米タンパク質含有率は「ゆきの精」並であったが，炊

飯光沢を示す味度値は「ゆきの精jより高く優れ，食味

も「ゆきの精J並から優れる結果であった.

現地試験における農業形質から見た総合評価は， 2か

年合計で「やや有望」以上が7か所.1再検討Jが1か所，

であった.普及性を考慮した有望度は「やや有望」以上

が3か所， I再検討」が2か所， Iやや不良」以下が2か

所，判定困難が1か所であった(表26).優点としては，

稗の強さ，品質の良さ等があげられ，欠点としては収量

性の低さが指摘された

2.大規模現地適応試験

現地適応性試験は2002及び2003年の 2か年，主に平坦

地を対象に延べ6農協， 30~40アール規模の大豆作付け

あとの圃場で実施した(表27).その結果， 2002年の白

表24 多肥条件における生育特性

特性項目 ゆきん子舞 比)ゆきの精 比)こしいぶき 比)あきたこまち 比)新潟早生

出穂期 7月23日 7月初日 7月24日 7月21日 7月21日
成熟期 8月30日 9月3日 9月3日 8月30日 8月30日
稗長 (cm) 80 84 82 81 70 
穂長 (cm) 19.1 19.2 19.0 18.8 19.0 
穂数(本1m2) 508 533 484 501 475 
倒伏程度 (0 ~ 5 ) 1.3 3.4 2.8 2.9 0.1 
玄米重 (kg/a) 68.9 70.1 67.7 66.7 67.5 
玄米千粒重 (g) 21.8 21.8 20.9 21.3 21.4 
玄米品質 (1 -9 ) 4.4 5.4 4.8 5.8 5.9 
食味総合評価 一0.61 -0.79 -0.62 -0.70 -0.92 
味度 76.4 72.7 78.3 73.2 70.0 
玄米タンパク (%) 7.5 7.8 7.6 7.8 7.6 

注)調査年次:20∞~加03年
施肥条件(総窒素施用量): 2∞0年は0.9，2∞l年は1.2.2002年は1.0kg/a
食味基準作研産コシヒカリ

味度.トーヨ一味度メーター MA-90B(東洋精米機)
玄米タンパク 水分15%換算. AN800 (ケット)
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表25 現地試験 (A試験)における成績

2∞3 平均
特性項目 地域

ゆきん子舞 標)ゆきの精 ゆきん子舞 標)ゆきの精 ゆきん子舞 標)ゆきの精

出穂期

成熟期

稗

(cm) 

穂

(cm) 

長

長

穂数

(本1m2)

玄米重

(kg/a) 

対標準比率

(%) 

玄米千粒重

(g) 

倒伏程度

(1-5) 

品質

(1-9) 

整粒歩合
(%) 

RN-5∞(ケット)

玄米タンパク

(%) 

水分15%換算
6おOHON(ニレコ)

新発田 7月31日 8月2日 8月5日 8月7日 8月3日 8月5日
西蒲潟東 7月25日 7月27日 7月30日 8月2日 7月28日 7月30日
上越 7月28日 7月31日 8月3日 8月2日 7月31日 8月1日
十日町 7月29日 8月2日 7月31日 8月4日 7月30日 8月3日
平均 7月28日 7月31日 8月2日 8月4日 7月31日 8月2日
新発田 9月3日 9月4日 9月17日 9月17日 9月'10日 9月11日
西蒲潟東 8月30日 8月28日 9月7日 9月8日 9月3日 9月3日
上越 9月1日 9月4日 9月10日 9月12日 9月6日 9月8日
十日町 9月4日 9月8日 9月10日 9月15日 9月7日 9月12日
平均 9月28 9月3日 9月11日 9月13日 9月7日 9月9日
新発田 73 75 69 70 71 73 
西蒲 ・潟東 74 75 6θ 71 72 73 
上越 83 90 75 77 79 84 
十日町 n n n ~ ~ ~ 
平均 ~ n n ~ ~ ~ 
新発田 20.1 19.1 17.4 16.8 18.8 18.0 
西蒲・潟東 17.4 17.5 18.0 18.6 17.7 18.1 
上越 19.0 20.9 20.1 20.0 19β 20.5 
十日町 ~6 ~5 IT3 lli9 ~O IT7 
平均 18.8 19.0 18.2 18.1 18.5 18.5 
新発田 454 395 368 378 411 387 
西蒲・潟東 432 451 420 447 426 449 
上越 386 389 319 393 353 391 
十日町 348 346 434 471 391 409 
平均 ω5 395 385 422 395 409 
新発田 63.8 60.9 45.7 57.8 54.8 臼4
西蒲・潟東 56.1 55.7 54.1 54.6 55.1 55.2 
上勉 65.1 61.3 51.0 65.5 58.1 63.4 
十日町 47.4 50.8 49.7 59.9 48.6 55.4 
平均 ぬ 57.2 50.1 59.5 54.1 58.3 
新発田 105 ∞ 79 ∞ .92 ∞ 
西蒲・潟東 101 ∞ 99 ∞ I∞ l∞ 
上越 106 ∞ 78 ∞ 92 100 
十日町 93 ∞ 83 ∞ 88 ∞ 
平均 102 100 84 . 1∞ 93 ∞ 
新発田 23.7 23.5 22.2 22.7 23.0 23.1 
西蒲・潟東 23.7 23.9 23.3 23.5 23.5 2忠7
上越 22.1 23.6 23.9 23.8 23.0 23.7 
十日町 22.7 23.7 21.2 21.8 22.0 22.8 
平均 23.1 23.7 ‘22.7 23.0 22.9 23.3 
新発田 o 0 0 0 0 0 
西蒲・潟東

上越 200  
十日町 o 0 00  0 0 
平均 M M ~ ~ M M 
新発田 w ~ w ~ w ~ 
西蒲・潟東 2β ~ ~ ~ ~ ~ 

上越 ~ ~ ~ ~ D e 
十日町 ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
平均 U D ~ ~ ~ ~ 
新発田 76.7 n.7 88.1 89.2 82.4 81.0 
西蒲・潟東 88.2 79.2 83.2 78.0 85.7 78.6 
上趣 90.5 78.4 83.3 78.5 86.9 78.5 
十日町 85.7 80.2 91.2 ω5 総 5 85.4 
平均 85.3 77.6 筋.5 84.1 85.9 80.8 
新発田 6.1 6.1 6.7 6.7 6.4 6.4 
西蒲-潟東 M M ~ M M M 
上越 5.9 5.7 6.3 6.4 6.1 6.1 
十日町 ~ n ~ ~ ~ ~ 
平均 ~ ~ M M M M 

味度 新発田 83.9 80.8 86.1 78.3 85.0 79.6 
トーヨー味度メーター 西蒲・潟東 73.4 67.4 78.3 75.9 75.9 71.7 
MA-9OB 上越 75.4 61.5 81.4 76.0 78.4 68.8 
(東洋精米機) 十日町 鈎7 節目6 88.4 89.1 89.1 87.9 

食味総合評価

(基準イ乍研産

コシヒカリ)

平均 80.6 74.1 83.6 79.8 82.1 77.0 
新発田 0.30 -0.30 -0.78 -0.85 -0.54 -0.58 
西蒲・潟東 ー0.70 -0.60 -1.15 -1.00 -0.93 -0.80 
上越 ー0.55 -1.40 -0.56 -0.28 -0.56 -0.84 
十日町 ー0.31 -0.30 -0.44 -0ω 0.38 -0.45 
平均 -0.47 -0.65 -0.73 -0.68 -0ω -0.67 
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根市で倒伏程度4を示した以外は0-1の軽微な倒伏に

抑えられた玄米重は2か年平均で、63.9kg/a，品質は4.7，

整粒歩合は9l.9%，玄米タンパク質含有率は7.1%，味度

値は75.9であった. 熟期，収量性，品質，栽培難易，病

害虫を総合した評価は，有望が5か所，再検討が1か所

であった(表28，29). 大豆の作付けあとでも倒伏しな

い点が高い評価を得た.

栽培の
病害虫

難易

O 
O 
O 
O 
O 
O 

ム
ム

O
一0
0
0

大規模現地適応試験 (B試験)における特性評価

品質

0
0
0一ム

O
ム

収量性

c
o
o
-0
0
0
 

熟期

0
0
0一ム
O

O

調査地点
(担当農協名)

白根市(白根市)

2002吉田町(越後中央)

栄町 (にいがた南蒲)

白根市(白根市)

2∞G吉田町(趣後中央)
栄町 (にいがた南蒲)

年次

表28

現地試験 (A試験)における有望度及び概評表26

大規模現地適応試験 (B試験)における総合評価

調査地点

(担当農協名)

白根市 ( 

(白根市

吉田町 ( 

(越後中央

当地区では大豆後作に「味こだまJを進め
ているが，収穫期がコシヒカリと重なり 1

収穫作業が困難になっている また. ["あき

たこまちHゆきの精Jは圃場により倒伏し，
品質・収量の低下につながっていることか

ら，収穫期 -品質収量性からみて大豆後

の作付けには作りやすい品種と恩われる

ただし当地区では，大豆後の作付けが多

いことから栽培者が増えたり，面積が増え

ると P 個#の管理や圃場条件の違いにより，

今年とは違った結果が懸念されることから，

もう一年，戸数と面積を増やした中で取り

組んでみたい

白根市

(白根市)

大豆栽培(転作・圏場整備)跡として栽培

しやすい品種が無い中で，優れている 一

般的な管理で栽培できるので，普及後も問

題なく受け入れられると思う

栄町 ( 大豆の後作として見た場合は，熟期や倒伏

(にいがた南蒲) '-' 程度で今ある他の品種と比べて良いと思う

由理
総合

評価

表29

年次
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栄町

(1こいがた南蒲)
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ム

評

-精玄米重歩合が標準ゆきの精より高い.

2∞2 心自の発生が無く，品質が良い
新発田 ・短稗で穂長が長<，穏数多いため収量多

-粒張りが良く充実している2∞3 __~N~~~~~;~~ 0 0 
-青未熟，心白がなくきれいである

2∞2 .品質良好 o 
東 ・穂発芽なし
2∞3 ==~~~. 0 0 -整粒歩合高い

-熟期早い，品質やや良 (ゆきの精比)，耐

2∞2 伊l伏性強
越 ・普及J!込みについては販売方策次第

ーー-

・熟期は早生の中，やや短稗，倒伏抵抗性強，

2∞3 収量はゆきの精，コシヒカリ比劣る，品質良
・普及見込みは販売方針次第

-冷水の影響で水口付近の出穂遅れる.

2∞2 .短強稗，出穂・成熟期は標準比4日早い，
-収量少，品質良

十日町 ・ゆきの精より出穏期4日，成熟期5日早い.
-短稗収量はゆきの精よりかなり低い

2∞3 
・品質ゆきの精並だが青未熟は少ない.

-烏害はほとんど無し.葉 ・穏いもち無

総合普及

評価見込み
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大規模現地適応試験 (B試験)における生育収量及び品質
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担当者
1988 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 。。 01 02 03 04 
交配 F1F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 Fll F12 F13 F14 F15 F16 

星豊 • • • • 佐々木行雄 • • 竹内陸 .一ーー..... 
小出道雄 .一ーー→・
東聡志 • • 阿部徳文 • • 近藤敬 • • 石崎和彦 • • • • 阿部聖一 • • 小林和幸 • • 樋口恭子 • • 重山博信 • • 松井崇晃 • • 平尾賢一 • • 金田智 .一ーー一.

表30 育成関係者

適地ならびに栽培上の留意点

以上の結果を総合すると， rゆきん子舞」は県内全域
の4∞m以上の高標高地を除く転作あとの作付けに適す
る.

栽培にあたっては以下の点に注意が必要である9)

(1)倒伏抵抗性は強いが，穂、発芽性が易であるので，倒伏

を助長するような過度の多肥多収栽培は避ける.

(2)いもち病抵抗性は十分でないので，病害の発生に注意

して適期防除する.

命名由来

雪のように美しく透明感のある米のイメージを表して

いる.

摘 要

「ゆきん子舞」は，新潟県農業試験場(現新潟県農業

総合研究所作物研究センター，長岡市)において， 1988 

年に「山形35号J(どまんなか)と「新潟20号J(ゆきの

精)を交配しその後代から育成した梗米品種である.rゆ
きん子舞」は， 2∞4年に新潟県の種子対策品種に指定さ
れ，作付けが奨励されている.

l. rゆきん子舞」は成熟期が「ゆきの精」より 5日，rこ
しいぶきJより 3日早く育成地では早生に属する.

2.稗長，穂長及び穂、数は「ゆきの精」並で，草型は中

間型である.

3.倒伏抵抗性は強，多肥条件における耐倒程度は， rゆ

きの精Jrこしいぶき」及び「あきたこまちjに比
べ小さく優れるが， r新潟早生jより劣る.穂発芽
性は易である.

4. 圃場抵抗性は葉及び穂いもちともに中で，いもち病

抵抗性推定遺伝子型はPia，-Piiと推定される.

5.収量性は， rゆきの精」に比べやや低く， rこしいぶ
きJ並である.

6.玄米品質は， rゆきの精」に比べ明らかに優れ， rこ
しいぶきJ並である.高温登熟条件下での白未熟粒

の発生は「ゆきの精Jr越路早生JrあきたこまちJrひ
とめぼれJに比べて少なく 高温登熱性は 「こしい

ぶきJ並みに優れる.

7.食味は 「ゆきの精」に比べ優れるが， rこしいぶきJ
より劣る.

謝 辞

本品種の開発は，農業団体をはじめ多くの方々の協力，

激励，支援で進められた.関係したすべての方に衷心よ

り感謝の意を表したい.

奨励品種決定調査現地調査においては，県内の農業改

良普及センター及び生産者各位，現地適応性試験におい

ては，新潟県農業協同組合中央会，農業協同組合及び生

産者各位の協力を賜った 心からお礼申し上げる

生産力検定調査にあたっては，作物研究センター長津

裕滋専門研究員，中嶋健一研究員，佐藤徹主任研究員，

川上修主任研究員及び名畑越夫主任研究員，佐渡農業技

術センター渡辺千恵研究員及び浅井善広主任研究員にご

尽力いただいた.作物研究センターの技術員及び関係し
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た職員全員に心より感謝申し上げる.また，歴代の農業

試験場長農業総合研究所長及び作物研究センター長に

は暖かい激励を受けたことに対し厚くお礼申し上げる.

育成関係者

「ゆきん子舞」の育成関係者は，表30のとおりである.
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